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(5) Lastly, there is C¥ link between proct-astino.t1bn and how 
long people miA命 wait砥た命y see 坤℃Ward-foran 

晶rt.杞r(n函nee, stl,{dying hctrd in 廷ool might not gr‘た

疇 school stv<cients any immediate rew叶s; whatサey I血

might not seem us如1 如the prese吋． Howe砥曲dying

can provide 析em with rew(}..rds in the 和加た低e 析e

知owledge or skills necessary to plA心ue their 曲-ea.ms.

Sometimes) itishad io s鉛坤 behefit面砥-,n@ an 

西t when 廿e re卿』is too如四y.布is can explai'n 
why many people d.o not start savi'ng money如森efr old 

age when -they aだy()L<ng. (IO知rols) （センター試験）

園）Pamgmph (5)°噂ues 如t many people Btuけ釦vingfor 
oId age|ate bemuse (). [ J 

ｮo(d agesee醗too d呻nt_ 1p t,ｷme 
麟elengサof time 如 old age畑聡
旺ere am other 如ings 加砥ry aboは
®柏ere will be I暉eben贔

向）上の英文の内容を表す籾を下の釦＠のうちヵら 1つ葉ぼう。 [ ] 

ｮ Thebe|ief in your 油ilit1、es

@ The o.bi I,ty to bep加 a task

®刊e tfming of向izihg如ture garhs 
ｮ The wayお知(w,'th proc~stinat 1bt1 



語句
① I呵Y r -'/(|ink r- J麟麟 r
ｮef-furt r_,/® imm贔‘ばe r -' 

⑥血e p睾甜t r- ... /®匹贔e A with B ... 
⑧ k砧ぶge t ..t/⑨ ski |1 『 J@n釦essary r 

@ ptArsue r ..l /@ b西詞 -',.. .J 
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3)make an 函rt r J /ｮ save money r 
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（解説・代イント］
① L(tly, 柏命 I‘s a Iink betw函pmcm鈷inat1bh and 

how long people m~st wart before -they s金サe たward

和,- an 函rt.

‘‘La碕＂応始まって、｀ Pが起こる要因 '1の影知遠べられている。
II r 

II 如ere 1s a l1hk be訓妥h A <A.nJ 8": J 

A •p roct"'0stin~t 1bn 
B • how longへ m 西け← ( 

''how Ion~ people must waf七": r 

I‘be-fure they see -the re叩戌兌r an 函迂．,,
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第 1文の訳：
r( )、( )と人が（
くらい待臼ねばならない力‘(

）とれ
）があ否.l



ｮ For 1hst~nce1 st1Aciy 1ng加J i'n school 疇t hot giYe 

疇 schooI studen捻叩y immed CateたWa疇

; what柏ey匂rn 疇t mt seern 犀和I to由e present. 

、、 For in辛ce: r例えば‘J 91 で尉体例．！何の？
• ( )(f)尉誇ll

I、 st瓜yl‘ng h祠i'n schoo I rn ight-n?t g爬
h;h school st叫ents a向［＝ ] imrn蝉誨だworふ＇

r 

（）を
与えな＼＼ガもしれない.J
→『()

ガもしれない」

; ［セミコロン］は（ ）と同じ働きを謬 [and·or• b~t ·so 
如］ので、後うの文の形をチェック！

; w血tサey \e四伽‘sht not seem us函I tothe p志ent.

→同じ｀｀t not 1／が使われてい否ので、；は( )(/)働き［＝ ］を
していると え~!
r 

4 

詔ント＿
否定文に（ ）！なぜ否定文を使って＼＼る(/)ガ?
→次の（ ）の前フリで、次に（ ）を持ってきて（ ) 
にして本題に拝Hち込む l

第2文の訳： rたと尤ば、学校で一生慰冷しても高校生はすぐに報
酬（をもらえな＼＼ガもばない。（ ）、彼らは何かを
学んでもすぐに径に立たないよつに（ ) 



ｮ However, studying cQh pmvide 出em WI、出たwa』s

in 咋手U加re like the 知owl叫e or ski I ls necessary 

to PL-<心L,{e 峠r dr-eams 

前文の否定のあと予應通リ（
が主語にきている．／
→形をわざとそろえて（

）の Howeverがきて、同じ ‘'st心噂

) ! 

そして、 "can. pr9峰＇’がきている力‘:,. 止：訳すよリ、
釦ciyi'ngと＼＼う鯉生物主語如で．（ ）で処理し．
r 

」と旅虹ゎガリや打．I

II'’ 

、, in 拍e 如ture と（ ）と反対叫メージになってい~!
[1·ke" は（ ）の記号で例え虹比喩を表す。

厄w叫sUこ咋恥wledge or ski /ls nece霙aryへ如珈S.,,

『（ ）と＼＼った苺翻(.J

家3文の訳：

r( )、( )、彼らは（
( ）と＼＼よた袈酎（I（き（ ）、（ ).J 

）や

r紐強 1かすぐには役立たない力＇もだが将来約I~大きな報酌Iになリ芸ら
と言え＼＼る



®ふrnetirnes/ it is h叫如翠加知尋 of袖ng

m 品迂 when 出e だw叫is too如r away. 

まず｀ oome加'mes''ガら始まっていて、（
& 

）如で力旬立7゚ •I

約ントー
到nett'meslぶ峙々よと訳すのだ力汀、前文に対して（ ) 
ときにも使う！ ( ）を表し、（ ）を並べ‘否ときにイ起！

S̀ometimes, it I‘s h祠加 see サe bene紐成 m知g an effo石
• "hai-d to. see~I/ I古r- .Jと査者が（ ) 
をしている！→次にその（ ）がほしい l

/---—ー／
袖en 由e re揺d is 加o fur away.'' 
→こ(])when が｀ r .Jと訳す( )(/)働きをして哀（

代イント
whenlす‘,. 」と訳すときがあ恣！（文頭の whenはこの用法ナシ）

今回は前で｀harol"で価値づけをしたガら、万ので泣｀・来ることは予測でき~!

第午文の蔀’:

r,々、(
）ことがあ歪

）、（ ）を

時閤的に報酬1 が遠すぎると、人ば｀察方の意昧＇を感し’`9てくぐなる．I
コて達ご



®罰s con exp伽n why tnahy people Jo not s諏r七

so.v1ng money for-tf,ei'r old age 転サey aだ似噂•

加s1店（ ）のサイン／後ろには（ ）分（ ）が衰．I
explai'n がきて、 W切がきて謬ので（ ）となって滋．I

而s＝蒔簡的に装酉Il（松遼すぎると＇努力の意味’'を慈し●＇（さくくなる
•() 

"why~ old age: ()が（）を
（）」

,,『

袖en 茄ey a.re young " : .J• ( 
‘
、
ノ

穿5文の訳：
r このことによ昇:- ( ）が若いときに、（
を始めない（ ）を説萌できる..&

‘l'
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